
 

「挑戦の夏から飛躍の秋へ」 

学校長 野村
の む ら

  光
ひかる

 

暦の上では秋を迎えましたが、まだまだ厳しい暑さが続いています。学校の中庭では、5 年生

が育てているイネが重そうに穂を垂れています。夏の間、黄色い花びらを輝かせ空を向いていた

3 年生のヒマワリも、今ではたくさんの種を付け、下を向き深いおじぎをしているようです。今年の

夏は、暑かった昨年以上の猛暑となりました。各地では豪雨による災害もありました。被害にあわ

れた地域の方々へ心よりお見舞い申し上げます。 

 

さて、8 月 27 日から学校が再開され、また元気な子どもたちの声が校内に戻ってきました。夏

休み中は、子どもたちはいろいろなことに挑戦をし、様々な体験ができたのではないでしょうか。

タイピングの練習を重ねてスピードや正確さを高めた子どもがたくさんいると聞いています。一人

ひとりが自分の力を伸ばそうと努力した姿が、とても頼もしく感じられます。 

 

これから始まる冬休みまでの学期は、一年間で最も長く、学習や行事にじっくり取り組むことが

できる大切な時期です。本校では、文部科学省のリーディング DX事業の指定を受け、12月 19

日には全国公開授業を予定しています。「情報を正しく活用し、自分の考えを分かりやすく伝える

力」を育てることは、これからの社会を生きる子どもたちにとって欠かせない力です。日々の授業

や活動の中で、調べたことをまとめたり、友だちと意見を交換したりする中で、その力は少しずつ

大きく育っていきます。「学んだことをどう活かすか」を意識して取り組むと、学校生活はもっと楽

しくなります。仲間と一緒に学び合い、新

しいことに挑戦し、自分の力を実感できる

実りの多い学期にしていきましょう。先生

たちも、みなさんの活躍を楽しみにしてい

ます。 

 

長い休みの後は、不安や悩みを抱えてしまうこともあります。そんなときは、どうか一人で抱え込

まず、友だちや先生に声をかけてください。学校には、みなさんの気持ちを受け止め、支えてくれ

る人が必ずいます。必要なときは「子ども 110番」「24時間子供 SOSダイヤル 0120-078-310」など

の相談窓口もあります。み

んなで助け合いながら、一

人ひとりが安心して過ごせ

る学校にしていきましょう。 
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